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〔原著論文〕

　本稿では，山口県の大学・短期大学への進学行動について，特に高等学校新規卒業生を中心として明らかにす

ることを目的とする．山口県の高等学校卒業生については，全国に比して大学進学率が低いこと，そして県外へ

の流出傾向が著しいということがいわれている．しかも，そういった言説がいわれて久しい．改善が見られない

背景のひとつとして，全国的な分析が十分でない可能性が考えられる．本稿では，こうした問題意識に立って，

まず，既存統計資料を分析することにより，山口県の高校卒業者を中心とした進学行動の構造を明らかにするこ

とを企図した．進学者数や進学率の推移のパターン，県内残留率と地域間移動パターン等で特徴的な様相をしめ

すことを見出した．さらに，そうした山口県の特徴について，短期大学への進学行動の変化の影響が大きいこと

が見いだされた．
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１　はじめに

　日本私立学校振興・共済事業団私学経営情報セン

ターの「平成 24(2012) 年度私立大学・短期大学等入

学志願動向」によると，全国の私立大学・短大を対

象にした調査の結果，平成 24 年度の入学定員充足率

が 100％未満の大学は 264 校で全体の 45.8％，同じく

短期大学は 230 校で 69.7％に達していることが示さ

れている．周知の通り，18 歳人口の減少と高等教育

機関の増加に加え，東日本大震災の影響（経済的・物

理的ダメージ，留学生の日本離れなど）もこれに拍車

をかけた形となっている．こうした状況に際し，高等

教育機関においては，組織体としての経営基盤の強

化・維持が喫緊の課題となってきている．だが，過去

の長い間において，そうした点にあまり留意してこな

かった我が国の高等教育機関にとって，志願者層の変

質，また経済や行財政の問題など社会的情勢の変化な

ど，様々な背景要因も絡みながら迫る大波への対処を

適切にこなしていくことは大変な困難を伴うものであ

る．中には，財政面への注意を優先するあまり，高等

教育としての在り方を逸脱したともとれるような機関

が出てきていることも否定できない．平成 24 年 11 月

の田中文部科学大臣による大学設置不認可騒動につい

ては，その唐突な不認可発言は肯定されるべきもので

はないが，それが「よくない」とする人の中にも「理

解できる」とする者が多いことからも，大学が「あ

まっている」感や高等教育としての質の担保への疑念

といったことが一般的な感覚となってきていることを

表しているといってもよいだろう．

　だが，一方で，上昇を続けていた進学率に関して，

近年，その上昇傾向に頭打ちの気配が見えている事実

もある．実態の正確な分析なしに一般的な風評でもっ

て施策が左右されることは避けねばならない．

　また，過去の高等教育政策について振り返ってみる

と，全国レベル，しかも国立大学や大規模機関などを

中心としたマクロの視点から考えられてきた感が否め

ない．近年，教育機関としてという位置づけの観点か

らのみならず，地域の活性化・自律化といった点から

も，地域の高等教育機関としての役割を評価し，地域
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